


議会だより  かどがわ  No.131 （2）議会だより  かどがわ  No.131（3）

　平成 24 年第２回定例会は、６月 12 日から 18 日までの 7 日間開きました。
　条例 4 件・補正予算 1 件・承認 2 件・同意 1 件・財産取得 1 件・解散 1 件・その他 6 件・
発議 1 件を審議し、全て原案通り可決しました。
　一般質問は、13 日に 6 名が登壇し、町政について論戦を行いました。

●安心子ども基金事業県補助金

●繰越金

●コミュニティ助成事業助成金

●東日本震災被災地調査事業

●門川町まちづくり研究会事業

●庁舎南別館整備事業

●児童手当法対応システム改修委託

●農地・水・農村環境保全支援事業

●災害備蓄倉庫・備蓄品整備

●公民館放送施設整備補助金

………………………………………………299万円

………………………………………………………………………2，079万円

………………………………………………500万円

…………………………………233万円

…………………………………60万円

………………………………………………550万円

…………………………299万円

……………………………250万円

…………………………………648万円

…………………………………557万円

（主な財源）

一般財源

〃

〃

国県支出金

一般財源

〃

その他

一 般 会 計 補 正 予 算

主な歳入〈金額は万円未満を省略しています〉

主な歳出

土
地
開
発
公
社
の
解
散
に

つ
い
て

米
良
　
昭
平
議
員

　
公
社
が
な
く
て
も
開
発

の
た
め
の
財
産
取
得
が
で

き
る
と
の
こ
と
で
す
が
、

ど
の
程
度
の
状
況
で
あ
れ

ば
で
き
る
の
か
。

　 （
企
画
財
政
課
長
）

　
土
地
区
画
整
理
と
同
じ

よ
う
に
予
算
化
し
、
法
に

照
ら
し
合
わ
せ
た
所
定
の

手
続
を
経
れ
ば
で
き
る
と

考
え
て
い
ま
す
。

　
お
お
が
か
り
な
も
の
で

も
で
き
る
と
解
釈
し
て
も

い
い
の
か
。
　
　
　
　

　 （
企
画
財
政
課
長
）

　
可
能
で
あ
り
ま
す
。

上
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の

後
の
増
設
に
つ
き
ま
し
て

は
、
今
回
の
２
基
設
置
し

た
後
、
必
要
で
あ
る
か
ど

う
か
は
今
後
の
研
究
課
題

で
あ
り
ま
す
。  

　
当
分
は
２
ヶ
所
で
や
っ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

一
般
会
計
補
正
予
算
に
つ

い
て

反
対
討
論

神
﨑
　
千
香
子
議
員

　
庁
舎
南
別
館
整
備
事
業

に
つ
い
て
反
対
し
ま
す
。

　
３
月
議
会
で
一
般
会
計

で
も
反
対
し
ま
し
た
が
、

町
内
外
を
問
わ
ず
財
政
事

情
が
厳
し
い
な
か
、
町
税

収
入
も
年
々
減
り
町
民
生

活
は
厳
し
く
な
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
上
、
大
震
災
の

影
響
で
国
庫
補
助
金
も
先

。

行
き
不
透
明
で
あ
り
ま
す

　
今
、
町
が
集
中
し
て
取

り
組
む
こ
と
は
、
防
災
、

そ
れ
と
産
業
振
興
、
経
済

浮
揚
対
策
と
考
え
ま
す
。

よ
っ
て
反
対
し
ま
す
。

賛
成
討
論安

藤
　
福
松
議
員

　
い
ろ
い
ろ
国
の
事
情
、

近
況
の
話
が
あ
り
ま
し
た

が
、
行
政
に
は
や
っ
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
分

野
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　
こ
の
別
館
に
つ
き
ま
し

て
は
過
去
に
も
会
場
不
足

も
あ
り
ま
し
た
し
、
３
月

の
議
会
で
も
賛
成
し
ま
し

た
。
財
政
事
情
が
あ
る
か

ら
何
も
し
な
い
じ
ゃ
い
け

な
い
、
や
る
べ
き
こ
と
は

し
っ
か
り
や
っ
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
必

要
と
考
え
賛
成
し
ま
す
。

補
正
予
算
が
上
が
っ
て
い

る
が
、
今
後
、
こ
の
物
件

に
対
す
る
工
事
が
あ
る
の

か
。

　 （
企
画
財
政
課
長
）

　
今
後
は
、
ク
ー
ラ
ー
施

設
と
合
併
浄
化
槽
設
置
の

工
事
が
あ
ろ
う
か
と
思
い

ま
す
。

災
害
備
蓄
倉
庫
設
置
に
つ

い
て

森
　
誠
一
議
員

　
災
害
備
蓄
倉
庫
を
2
ヶ

所
（
庵
川
・
城
屋
敷
）
設

置
の
予
算
が
上
が
っ
て
い

る
が
、
今
後
の
予
定
と
し

て
は
あ
と
何
箇
所
あ
る
の

か
。

　 （
総
務
課
長
）

　
今
回
、
2
ヶ
所
予
算
計

一
般
会
計
補
正
予
算
に
対

す
る
質
疑

庁
舎
南
別
館
整
備
に
つ
い

て

神
﨑
　
千
香
子
議
員

　
こ
の
建
物
は
、
3
月
の

予
算
時
点
で
、
根
抵
当
権

が
設
定
さ
れ
て
お
り
ま
す

が
、
契
約
や
根
抵
当
権
は

ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

　 （
町
長
）

　
当
該
物
件
の
根
抵
当
権

の
抹
消
は
、
4
月
4
日
に

抹
消
さ
れ
て
い
る
こ
と
を

4
月
11
日
に
確
認
し
て
い

ま
す
。
5
月
23
日
に
売
買

契
約
を
締
結
し
6
月
5
日

に
所
有
権
移
転
登
記
を
完

了
し
ま
し
た
。

　
整
備
に
５
５
０
万
円
の

質
疑

質
疑

質
疑

質
疑

質
疑

答答

答

答答

庁舎南別館（仮称）



づ
く
り
の
推
進

　
・ 

住
民
参
加
の
促
進
等

41
項
目
の
検
討
を
行

っ
た
。

改
善
・
見
直
し
の
効
果

平
成
17
年
度

　
・
保
育
所
民
間
委
託

　
・
職
員
定
数
削
減

　
・
特
別
職
給
与
見
直
し

　
　
７
５
１
４
万
円

平
成
18
年
度

　
・
町
会
議
員
2
名
削
減

　
・
町
長
給
与
削
減

　
・
補
助
金
削
減
等

　
　
６
７
０
５
万
円

平
成
19
年
度

　
・
職
員
の
不
補
充

　
・
手
数
料
の
改
定

　
・
入
札
制
度
の
改
定
等

　
　
６
７
５
４
万
円

平
成
20
年
度

　
・
補
助
金
の
見
直
し
等

　
　
６
４
１
３
万
円

平
成
21
年
度

　
　
４
３
３
７
万
円

平
成
22
年
度

　
　
７
７
７
７
万
円

平
成
23
年
度

　
　
５
７
５
５
万
円

7
年
間
の
効
果
額

7
億
５
２
５
５
万
円

総
務
財
政
常
任
委
員
会
報
告

総
務
財
政
常
任
委
員
会
報
告
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◎条例改正

門川町町税条例の一部を改正する条例についての専決処分の承認について(全員賛成)

改正の主な内容
① 年金所得者の申告手続きの簡素化 ( 寡婦 ( 寡夫 ) 控除の申告不要化 )。
② 平成 24 年度課税からの住宅用地に係る据置特例の段階的廃止。
③ 東日本大震災復興支援税制に関する読替規定。
④ 条項ずれの整理。

専決処分された平成23年度門川町一般会計補正予算
　歳入　　　　　　　　　　　　　　　　歳出
　　地方譲与税……………854 万円　　　　財政調整基金……………………2 億円
　　地方消費税交付金…1,577 万円　　　　公共施設等整備基金…1 億 3,000 万円
　　特別交付税……1 億 3,259 万円　　　　予備費（減額）………1 億 7,508 万円
　　町債（減額）…………200 万円

平成23年度一般会計歳入歳出の予算総額は、71億6,830万7千円
※ 専決処分　町村長が、議会の議決すべき事件について特に緊急を要するため議会を召集する時間的余裕がないこ

とが明らかであると認めるとき専決処分できる。

行
財
政
の
改
善
・
検
討
事
項

①
　
財
政
健
全
化
の
推
進

　
　
予
算
編
成
の
改
善

　
・
町
税
等
の
収
納
率
向

　
　
上

　
・ 

補
助
金
、
使
用
料
、

手
数
料
等
の
見
直
し

な
ど
18
項
目

②
　 

社
会
環
境
の
変
化
に

対
応
し
た
施
策
の
再

編

　
・ 

公
立
保
育
所
の
見
直

し

　
・
広
域
行
政
の
推
進

　
　
業
務
の
委
託
等
、

　
　

8
項
目

③
　 

時
代
に
即
し
た
組

織
・
機
構
の
再
編

　
・ 

全
庁
的
な
組
織
・
機

構
の
見
直
し
等
3
項

目

④
　 

効
率
的
な
行
政
運
営

と
職
員
の
能
力
育
成

　
・
特
別
職
に
つ
い
て

　
・
定
員
管
理

　
・
給
与
の
適
正
化

　
・ 

職
員
の
能
力
向
上
等

10
項
目

⑤
　 

住
民
参
加
型
の
ま
ち

　
本
委
員
会
の
閉
会
中
の

継
続
審
議
と
な
っ
て
い
る

「
行
財
政
改
革
」
に
つ
い

て
、
去
る
5
月
23
日
、
本

町
の
行
財
政
改
革
に
つ
い

て
担
当
課
の
職
員
か
ら
説

明
を
受
け
、
そ
の
後
審
議

を
行
っ
た
。
そ
の
経
過
と

結
果
に
つ
い
て
報
告
い
た

し
ま
す
。

　
ま
ず
、
平
成
16
年
11

月
、
行
財
政
改
革
構
想
審

議
会
か
ら
の
答
申
を
受

け
、「
行
財
政
改
革
構
想
・

実
施
計
画
」
を
策
定
、
議

会
全
員
協
議
会
等
に
公
表

し
、「
補
助
金
等
検
討
委

員
会
（
12
）」、「
組
織
・

機
構
検
討
委
員
会（
10
）」

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

を
作
り
、
本
格
的
に
行
財

政
改
革
に
着
手
し
、
平
成

24
年
5
月
18
日
ま
で
の

間
、
毎
年
度
、
多
い
時
に

は
年
間
30
数
回
の
会
議
を

開
催
す
る
等
、
今
日
ま
で

１
１
０
回
を
越
え
る
会
議

を
行
い
、
行
財
政
改
革
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

年
金
受
給
資
格
期
間
の
10

年
へ
の
短
縮
を
求
め
る
請

願　
無
年
金
・
低
年
金
者
を

多
く
し
て
い
る
原
因
の
一

つ
で
あ
る
長
す
ぎ
る
受
給

資
格
期
間
を
、
短
縮
（
現

在
の
25
年
か
ら
10
年
に
）

す
る
こ
と
の
速
や
か
な
具

体
化
・
法
案
化
を
求
め
る

請
願（

賛
成
少
数
・
不
採
択
）

門
川
町
議
会
活
性
化
特
別

委
員
会
の
設
置

　
町
民
に
信
頼
さ
れ
る
議

会
を
目
指
し
、
議
会
機
能

の
さ
ら
な
る
充
実
を
図

り
、
議
会
活
動
の
あ
り
方

や
担
う
べ
き
役
割
を
調

査
・
研
究
す
る
こ
と
を
目

的
に
特
別
委
員
会
を
設
置

す
る
も
の
。
委
員
は
、
議

長
を
除
く
全
議
員
13
名
。

（
全
員
賛
成
）

　
　
　
　
　
　

門
川
町
固
定
資
産
評
価
審

査
委
員
会
委
員

　
吉
塚
陽
太
郎
氏
（
下
納

屋
在
住
）
の
選
任
（
再
選

任
）
の
同
意（

全
員
賛
成
）

消
防
積
載
車（
2
台
）の
配

備　
消
防
団
第
3
部
及
び
12

部
に
配
備
さ
れ
て
い
る
消

防
積
載
車
は
、
配
備
さ
れ

て
約
20
年
が
経
過
し
、
エ

ン
ジ
ン
等
の
消
耗
が
激
し

い
た
め
新
規
配
備
替
え
を

行
う
も
の
。（

全
員
賛
成
）

門
川
町
土
地
開
発
公
社
の

解
散

　
昭
和
48
年
に
設
立
し
た

土
地
開
発
公
社
は
、
そ
の

社
会
的
役
割
並
び
に
所
期

の
目
的
を
達
成
し
た
こ
と

か
ら
解
散
す
る
も
の
。
　

（
全
員
賛
成
）

人
事
案
件

財
産
の
取
得

解
　
散

請
　
願

発
　
議

　
　

入
札
最
低
制
限
価
格

に
つ
い
て

　
　
平
成
23
年
10
月
か
ら

引
き
上
げ
を
行
っ
て
い
る

が
、
納
税
者
に
も
配
慮
し

て
い
る
。

　
　
職
員
の
定
数
に
つ
い

て　
　
職
員
の
定
数
管
理

は
、
目
標
の
定
数
１
６
０

人
に
対
し
て
１
４
７
名
で

あ
る
が
、
業
務
の
支
障
等

も
考
慮
し
な
が
ら
必
要
な

定
数
管
理
に
努
め
て
い

る
。

ま
と
め

　
行
財
政
改
革
に
つ
い
て

は
、
厳
し
い
改
善
改
革
が

実
施
さ
れ
て
い
る
状
況
に

あ
り
ま
す
が
、
不
断
の
努

力
が
必
要
で
あ
り
、
今
後

と
も
健
全
財
政
を
基
調
と

し
た
行
財
政
運
営
に
努
め

る
よ
う
要
請
し
た
。

議
会
改
革
に
つ
い
て
協
議

　
議
会
の
活
性
化
に
つ
い

て
は
、
議
員
の
呼
び
か

け
、
提
言
か
ら
、
現
在
、

議
員
全
員
に
よ
る
取
組
み

が
行
わ
れ
て
お
り
、
こ
れ

ら
の
経
緯
も
経
て
議
会
の

活
性
化
に
努
め
つ
つ
、
本

委
員
会
と
し
て
は
、
過
去

の
議
員
定
数
削
減
の
経
緯

等
を
検
証
し
な
が
ら
、
ま

た
、
他
の
自
治
体
の
議
員

の
定
数
、
報
酬
等
の
実
態

を
調
査
す
る
等
、
引
き
続

き
意
見
の
集
約
を
行
っ
て

い
く
こ
と
と
し
ま
し
た
。

主
な
質
疑
応
答

問問 答答

五十鈴保育園

消防積載車
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装
の
剥
が
れ
や
黒
ず
み
が

見
ら
れ
ま
し
た
。

　
学
校
図
書
で
は
、
読
書

活
動
の
一
環
と
し
て
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
団
体
の
鈴
の
会

が
、
各
学
期
に
２
回
、
朝

自
習
の
時
間
を
利
用
し
、

各
ク
ラ
ス
で
読
み
聞
か
せ

を
行
っ
て
い
ま
す
。
子
ど

も
た
ち
も
楽
し
み
に
し
て

い
る
よ
う
で
す
。

　
草
川
小
学
校
で
は
、
校

舎
の
床
等
や
体
育
館
、
給

食
調
理
室
、
運
動
場
の
遊

具
等
を
視
察
し
ま
し
た
。

　
今
年
度
実
施
予
定
箇
所

以
外
で
も
修
繕
が
必
要
で

あ
る
と
認
め
ら
れ
る
も
の

も
あ
り
ま
し
た
。

　
次
に
、
中
村
防
災
ダ
ム

を
視
察
し
ま
し
た
が
、
ダ

ム
の
水
位
計
や
雨
量
計
等

の
監
視
機
器
が
老
朽
化
し

て
故
障
を
く
り
返
し
て
い

る
た
め
、
今
年
度
に
各
種

の
調
査
を
行
い
来
年
度
に

機
器
の
更
新
を
す
る
予
定

で
す
。

　
次
に
門
川
町
商
工
会
と

の
意
見
交
換
会
で
は
、
門

川
町
の
現
在
の
状
況
や
、

全
国
の
商
工
業
の
現
状
、

活
動
内
容
等
の
説
明
を
受

け
た
後
、
活
発
な
質
疑
応

答
を
交
わ
し
ま
し
た
。

　
意
見
交
換
会
で
の
主
な

意
見
は
、
次
の
と
お
り
で

す
。

　
５
月
15
日
と
22
日
に
、

町
内
各
小
中
学
校
施
設
の

視
察
調
査
及
び
意
見
交

換
、
門
川
中
学
校
の
朝
食

レ
ス
ト
ラ
ン
の
実
施
状
況

等
を
視
察
調
査
し
ま
し

た
。

　
ま
ず
、
西
門
川
小
中
学

校
で
の
平
成
19
年
度
か
ら

行
わ
れ
て
い
る
小
規
模
特

認
校
の
現
状
を
調
査
し
ま

し
た
。
西
門
川
中
学
校
は

全
生
徒
数
20
名
、
う
ち
校

区
外
の
生
徒
が
11
名
で
、

今
年
度
初
め
て
校
区
外
の

生
徒
が
上
回
り
ま
し
た
。

　
４
月
12
日
に
小
園
水
源

地
、
加
草
配
水
池
、
中
村

防
災
ダ
ム
の
現
地
調
査
、

及
び
門
川
町
商
工
会
と
の

意
見
交
換
会
を
行
い
ま
し

た
。

　
小
園
水
源
地
に
は
、
平

成
15
年
に
建
設
稼
働
に
な

っ
た
浄
水
池
と
浄
水
場
管

理
棟
の
２
つ
の
施
設
が
あ

り
ま
す
。
門
川
町
の
水
道

水
は
、
こ
の
２
つ
の
施
設

に
よ
っ
て
五
十
鈴
川
の
地

下
50
メ
ー
ト
ル
か
ら
汲
み

上
げ
た
地
下
水
を
門
川
、

加
草
の
各
配
水
池
に
送

り
、
配
水
池
か
ら
町
内
各

家
庭
、
工
場
、
学
校
な
ど

に
配
水
し
て
い
ま
す
。

　
浄
水
池
は
、
約
２
千
ト

ン
の
容
量
で
、
浄
水
場
管

理
棟
は
、
１
階
に
送
水
ポ

ン
プ
が
あ
り
ま
す
が
、
す

べ
て
防
水
仕
様
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　
２
階
は
中
央
操
作
室
と

滅
菌
設
備
で
、
中
央
操
作

室
は
、
貯
水
池
の
取
水
流

量
、
水
位
、
送
水
、
配
水

　
門
川
小
学
校
で
は
、
音

楽
室
、
理
科
室
及
び
共
同

調
理
場
を
視
察
し
ま
し

た
。

　
共
同
調
理
場
は
、
今
年

度
か
ら
委
託
先
が
変
わ

り
、
衛
生
面
に
は
特
に
厳

し
く
指
導
が
な
さ
れ
て
い

ま
す
。
施
設
に
お
い
て

は
、
室
内
の
湿
気
が
結
露

す
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
対

策
が
望
ま
れ
ま
す
。

　
門
川
中
学
校
で
は
、
朝

食
レ
ス
ト
ラ
ン
の
実
施
状

況
を
視
察
し
ま
し
た
。
本

町
で
は
、「
早
起
き
、
早

寝
、
朝
ご
は
ん
、
朝
う
ん

ち
」
を
目
標
に
食
育
を
す

す
め
て
い
ま
す
。

　
朝
食
を
食
べ
る
こ
と
に

よ
り
、
脳
に
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
補
給
す
る
こ
と
や
体
温

が
上
昇
し
て
血
流
が
よ
く

な
る
こ
と
で
体
が
元
気
に

動
き
出
す
こ
と
、
朝
食
を

食
べ
る
習
慣
が
あ
る
人
と

な
い
人
で
は
、
勉
強
、
仕

事
、
ス
ポ
ー
ツ
、
さ
ら
に

メ
ン
タ
ル
面
で
も
大
き
く

差
が
出
る
こ
と
、
朝
食
を

毎
日
食
べ
る
習
慣
は
子
ど

も
の
と
き
か
ら
し
っ
か
り

と
身
に
つ
け
る
こ
と
の
食

●
商
工
会
で
は
、
70
万
円

（
商
工
会
35
万
円
、
町

35
万
円
）
の
予
算
で
行
っ

て
い
る
繁
盛
店
支
援
事
業

で
、
店
舗
の
リ
フ
ォ
ー
ム

や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
開
設
等

に
20
万
円
を
限
度
に
補
助

を
行
っ
て
い
る
が
平
成
23

年
度
は
、
応
募
数
が
多

く
、
予
算
が
不
足
し
実
際

は
、
実
質
補
助
限
度
額
の

３
分
の
１
く
ら
い
し
か
補

助
出
来
な
い
状
況
に
な
っ

て
き
て
い
る
。

●
プ
レ
ミ
ア
ム
振
興
券

は
、
昨
年
度
に
お
い
て

は
、
完
売
に
80
日
あ
ま
り

と
日
数
が
か
か
っ
た
の

で
、
上
限
を
５
万
円
に
し

て
建
築
資
材
な
ど
販
売
種

類
の
枠
を
広
げ
て
い
き
た

い
。

●
個
店
の
応
援
も
大
切
だ

が
、
全
体
で
の
街
づ
く
り

の
観
点
を
考
え
て
い
く
こ

と
も
大
切
だ
と
考
え
て
い

る
。

●
商
店
街
の
街
灯
電
気
料

は
、
全
部
個
人
負
担
だ

が
、
防
犯
灯
の
役
割
も
し

て
い
る
の
で
、
町
か
ら
の

補
助
は
考
慮
で
き
な
い

か
。

　
小
学
校
は
児
童
数
38
名

で
、
う
ち
校
区
外
の
児
童

は
25
名
で
す
。

　
校
区
外
の
人
数
増
に
よ

り
、
今
年
度
か
ら
ス
ク
ー

ル
バ
ス
に
加
え
ジ
ャ
ン
ボ

タ
ク
シ
ー
に
よ
る
運
行
も

始
ま
り
ま
し
た
。

　
特
認
校
を
利
用
す
る
児

童
が
増
え
て
い
る
こ
と

は
、
少
人
数
で
の
指
導
が

児
童
に
合
っ
て
い
る
こ
と

や
、
自
然
豊
か
な
環
境
で

学
べ
、
ま
た
体
験
学
習
等

を
通
じ
て
色
々
な
活
動
が

で
き
る
こ
と
な
ど
が
挙
げ

ら
れ
る
よ
う
で
す
。

　
今
年
度
実
施
予
定
の
テ

ニ
ス
コ
ー
ト
、
鉄
製
ド
ア

の
状
況
、
体
育
館
、
昨
年

度
建
設
し
た
プ
レ
ハ
ブ
校

舎
を
視
察
し
ま
し
た
。
こ

の
校
舎
は
、
５
年
間
リ
ー

ス
で
、
そ
の
後
無
償
譲
渡

さ
れ
ま
す
。

　
五
十
鈴
小
学
校
で
は
、

校
舎
外
壁
の
状
況
と
学
校

図
書
を
視
察
し
ま
し
た
。

　
校
舎
外
壁
は
、
開
校
か

ら
約
30
年
が
経
過
し
、
塗

状
況
な
ど
の
運
転
状
況

は
、
集
中
管
理
さ
れ
た
シ

ス
テ
ム
に
よ
っ
て
リ
ア
ル

タ
イ
ム
で
管
理
さ
れ
て
お

り
、
安
定
し
た
給
水
が
な

さ
れ
て
い
ま
す
。

 

次
に
、
加
草
の
配
水
池

を
調
査
し
ま
し
た
が
、
こ

こ
は
容
量
１
０
５
０
ト
ン

の
最
新
の
耐
震
性
能
を
有

す
る
ス
テ
ン
レ
ス
製
タ
ン

ク
を
２
基
設
置
し
て
お

り
、
設
置
場
所
も
高
さ
が

21
メ
ー
ト
ル
以
上
あ
り
津

波
災
害
時
の
避
難
場
所
と

し
て
有
効
活
用
で
き
る
も

の
で
あ
り
ま
す
。

　

の
大
切
さ
を
考
え
た
事
業

で
、
成
長
期
の
子
ど
も
に

必
要
な
朝
ご
は
ん
の
量
と

質
を
体
感
し
ま
し
た
。

　
こ
の
レ
ス
ト
ラ
ン
は
、

地
元
の
旬
の
野
菜
や
魚
を

使
い
、
食
生
活
改
善
推
進

員
の
皆
さ
ん
の
協
力
で
行

わ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
各
学
校
に
、
津

波
よ
る
避
難
場
所
や
避
難

訓
練
の
状
況
に
つ
い
て
の

質
疑
が
あ
り
ま
し
た
。

　
各
学
校
で
は
訓
練
に
取

り
組
ん
で
お
り
、
避
難
場

所
、
避
難
経
路
や
時
間
の

確
認
を
行
っ
て
い
ま
し

た
。

●
今
後
は
、
西
門
川
に
は

１
店
舗
し
か
な
い
な
ど
中

山
間
地
の
買
い
物
弱
者
に

対
す
る
対
策
や
地
産
地
消

　
そ
の
中
で
、
災
害
時
の

情
報
収
集
の
方
法
や
経
路

に
は
国
道
や
歩
道
橋
が
あ

る
こ
と
な
ど
今
後
の
課
題

も
出
て
き
て
い
ま
す
。

　
今
回
、
各
小
中
学
校
を

視
察
す
る
中
で
、
教
育
環

境
の
保
全
・
整
備
に
あ
た

っ
て
は
、
児
童
生
徒
の
安

全
な
学
校
生
活
を
確
保
す

る
こ
と
を
最
優
先
に
修
繕

等
を
図
り
、家
庭
、地
域
、

学
校
の
連
携
を
一
層
推
進

し
、
地
域
全
体
で
学
校
教

育
を
支
援
し
て
い
く
体
制

を
整
え
て
い
く
こ
と
が
求

め
ら
れ
て
い
る
と
感
じ
ま

し
た
。

と
し
て
、
宮
崎
市
や
県
北

で
特
産
品
の
即
売
会
な
ど

に
取
り
組
ん
で
行
く
。

（左）盛付け中／（右）その日の朝食

右は食材と生産者名、左はメニュー表

文
教
厚
生
常
任
委
員
会
報
告

文
教
厚
生
常
任
委
員
会
報
告

産
業
建
設
常
任
委
員
会
報
告

産
業
建
設
常
任
委
員
会
報
告

西門川中学校

草川小学校

加草配水池送水ポンプ

浄水場監視板

中村防災ダム管理棟



　
地
域
ご
と
に
民
生
委

員
、
福
祉
推
進
委
員
の

方
々
が
お
ら
れ
る
。
毎
月

１
回
そ
う
し
た
方
々
が
中

心
に
な
っ
て
、
公
民
館
な

ど
で
い
き
い
き
サ
ロ
ン
等

も
行
っ
て
い
る
。

　
　
22
年
度
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
の
決
算
の
中
で
課

題
と
し
て
「
２
次
予
防
事

業
対
象
者
へ
地
域
支
援
事

業
の
紹
介
を
し
て
も
積
極

的
に
参
加
し
よ
う
と
す
る

高
齢
者
は
少
数
で
、
結
果

と
し
て
参
加
し
な
か
っ
た

※地域包括支援センター
　主任ケアマネージャー、社会福祉
士、保健士などの専門家が、保険・福
祉・医療分野の連携とボランティアな
ど住民活動も含めた連携によって、地
域の様々な資源を統合し、各種サービ
ス、関係者の連絡調整を行うなどコー
デネートの役割を担っている。

　
　
庵
川
の
福
祉
セ
ン
タ

ー
で
行
っ
て
い
る
※
「
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」

を
町
中
心
部
に
設
置
す
べ

き
で
は
な
い
か
。

　
現
在
地
理
的
及
び
距
離

的
な
苦
情
は
な
い
よ
う

だ
。
昨
年
度
の
相
談
件
数

６
１
１
３
件
の
う
ち
93
％

が
電
話
及
び
訪
問
対
応
と

な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
社

会
福
祉
協
議
会
に
併
設
し

て
い
る
こ
と
で
、
安
心
感

や
利
便
性
が
あ
り
、
セ
ン

タ
ー
機
能
は
十
分
果
た
さ

れ
て
い
る
の
で
中
心
部
設

置
は
考
え
て
い
な
い
。

　
　
今
年
３
月
策
定
の
高

齢
者
福
祉
計
画
に
は
「
近

年
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の

役
割
が
ま
す
ま
す
重
要
と

な
る
こ
と
か
ら
、
同
セ
ン

タ
ー
の
役
割
や
機
能
に
つ

い
て
町
民
に
広
く
周
知
徹

底
す
る
必
要
が
あ
る
。」

と
町
自
ら
身
近
な
所
に
必

要
性
を
認
め
て
い
る
の
で

は
な
い
か
。

人
が
後
日
介
護
保
険
の
認

定
者
と
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。
地
域
の
い
き
い
き

サ
ロ
ン
も
担
い
手
不
足
や

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
内
容
な
ど

か
ら
介
護
予
防
と
し
て
の

機
能
を
十
分
果
た
せ
て
い

な
い
状
況
に
あ
る
。」
と

あ
る
。
こ
の
課
題
に
つ
い

て
ど
う
考
え
て
い
る
の

か
。

　
介
護
保
険
、
福
祉
係
と

地
域
包
括
の
方
々
と
一
緒

に
課
題
解
決
に
向
け
て
ひ

と
つ
ず
つ
進
ん
で
い
く
よ

う
な
努
力
は
し
て
い
る
。

ご
み
問
題
に
つ
い
て

　
　
日
向
市
で
は
連
合
の

焼
却
炉
に
負
荷
を
与
え
る

と
し
て
、
23
年
度
か
ら
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
類
の
分
別
を

始
め
た
。
門
川
町
も
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
類
の
分
別
に
取

り
組
む
べ
き
で
は
な
い

か
。

　
容
器
及
び
ト
レ
イ
を
含

む
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
の
分

別
に
つ
い
て
は
、
２
年
間

の
周
知
期
間
を
設
け
て
平

成
26
年
度
か
ら
実
施
し
た

い
。

（
燃
え
る
ご
み
は
日
向
市

な
ど
１
市
２
町
２
村
で
構

成
す
る
日
向
東
臼
杵
広
域

連
合
で
処
理
し
て
い
る
。）

合
併
処
理
浄
化
槽
に

つ
い
て

　
　
合
併
処
理
浄
化
槽
の

普
及
促
進
に
力
を
入
れ
る

公
約
は
。

　
今
は
経
済
的
に
厳
し

い
。
今
後
の
検
討
課
題
。

 

町 

長

 

町 

長

 

町 

長

 

福
祉
課
長

 

町 

長

問

問

問

問

問

「地域包括支援センター」を町中心部に
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 神㟢千香子

町長　中心部設置は考えていない

プラスチックの仕分けの研修
（門川町地域婦人連絡協議会定例会）

いもがらぼくと誕生会
（加草５区高齢者クラブ）

議会だより  かどがわ  No.131 （8）議会だより  かどがわ  No.131（9）

　
過
去
２
年
間
は
、
口
蹄

疫
や
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

問
題
、
東
日
本
大
震
災
の

発
生
と
災
害
対
策
に
多
く

の
時
間
を
割
い
て
き
た
。

　
日
本
一
住
み
よ
い
門
川

町
の
実
現
を
目
指
し
、
町

民
が
主
役
で
町
民
が
輝
く

町
づ
く
り
を
基
本
理
念
に

農
林
・
水
産
・
商
工
の
活

性
化
、
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ

振
興
、
地
域
リ
ー
ダ
ー
の

育
成
、
幼
児
か
ら
高
齢
者

ま
で
安
心
な
生
活
が
で
き

る
よ
う
、
要
援
護
者
支
援

シ
ス
テ
ム
の
新
た
な
導
入

に
よ
り
、
福
祉
施
設
の
充

実
な
ど
の
事
業
に
取
り
組

ん
で
き
た
。

　
ま
た
、
行
財
政
運
営
の

強
化
と
し
て
、
行
財
政
改

革
構
想
に
基
づ
き
選
択
と

集
中
に
よ
る
効
率
的
運
営

に
努
め
て
き
た
。

　
本
年
４
月
か
ら
は
総
合

窓
口
案
内
事
業
を
実
施

し
、
町
民
の
利
便
性
向
上

を
図
っ
て
い
る
。
今
後
の

舵
取
り
と
し
て
、
基
本
理

念
を
基
に
災
害
に
強
い
町

づ
く
り
、
住
ん
で
よ
か
っ

た
と
思
え
る
町
づ
く
り
を

目
指
し
て
職
員
と
と
も
に

日
々
邁
進
し
て
い
く
。

　
こ
れ
か
ら
は
「
町
は
私

た
ち
に
何
を
し
て
く
れ
る

だ
ろ
う
か
」
で
は
な
く
、

「
私
た
ち
は
町
に
何
を
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
」

と
思
う
町
民
が
増
え
て
い

く
。
そ
う
い
う
共
働
の
町

づ
く
り
が
大
事
だ
。
今
後

も
町
民
の
生
の
声
を
多
く

聞
き
、
対
話
に
よ
る
信
頼

を
積
み
重
ね
て
町
政
に
励

み
た
い
。

　
　
門
川
町
の
自
治
体
運

営
に
町
長
と
し
て
ど
の
よ

う
な
姿
勢
で
対
処
し
実
績

を
あ
げ
ら
れ
た
か
。
ま

た
、
そ
れ
ら
を
踏
ま
え
今

後
の
舵
取
り
を
ど
の
よ
う

に
な
さ
れ
る
つ
も
り
な
の

か
、
考
え
を
伺
い
た
い
。

問

 

町 

長

町長の政治姿勢を問う　岩佐　祐一

町長　町民との対話で信頼を得る

総合窓口案内（役場本館１階）



問

さ
れ
て
い
る
「
啓
発
員
」

に
よ
り
文
書
等
で
検
査
依

頼
を
行
う
と
と
も
に
、
不

適
切
な
場
合
は
検
査
機
関

か
ら
保
健
所
を
通
じ
、
改

善
の
通
知
を
し
て
い
る
。

本
町
に
お
い
て
は
、
受
検

率
の
向
上
を
図
る
た
め
、

今
後
も
保
健
所
と
連
携
し

啓
発
に
努
め
る
。

中
学
生
へ
の
普
通
救

命
講
習
の
実
施
に
つ

い
て

　
　
本
町
の
中
学
生
に
対

し
て
、
命
の
大
切
さ
を
身

を
も
っ
て
感
じ
て
も
ら
う

こ
と
や
、
社
会
の
一
員
と

し
て
救
命
技
術
を
身
に
つ

け
る
事
、
さ
ら
に
災
害
時

に
地
域
の
な
か
で
落
ち
着

い
て
行
動
で
き
る
こ
と
を

習
得
さ
せ
る
と
い
う
こ
と

を
目
的
に
、
普
通
救
命
講

習
を
受
講
さ
せ
て
は
ど
う

か
。

　
中
学
校
で
は
、「
応
急

手
当
」
に
つ
い
て
２
年
生

で
学
習
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
る
が
、
町
内
の
２
校

と
も
、
こ
の
学
習
の
中
に

心
肺
蘇
生
法
と
Ａ
Ｅ
Ｄ
を

取
り
入
れ
て
指
導
を
行
っ

て
い
る
。
保
健
体
育
科
の

教
師
が
中
心
と
な
っ
て
、

養
護
教
諭
と
連
携
す
る
、

あ
る
い
は
消
防
署
の
協
力

能
性
を
考
え
る
と
今
後
の

庁
舎
に
求
め
ら
れ
る
機
能

や
意
義
は
大
き
な
も
の
で

あ
る
。
移
転
、
建
替
え
に

つ
い
て
は
、
検
討
委
員
会

の
設
置
の
時
期
に
き
て
い

る
。
町
の
財
政
状
況
と
町

民
感
覚
に
も
配
慮
し
な
が

ら
進
め
て
い
く
必
要
が
あ

る
。

町
内
の
廃
屋
対
策
に

つ
い
て

　
　
こ
の
質
問
は
昨
年
の

９
月
に
続
い
て
の
質
問
に

な
る
が
、
そ
の
後
ど
う
な

っ
た
の
か
。

① 

学
校
通
学
路
で
の
安
全

性
の
確
保
の
改
善
指
導

は
。

② 

個
別
事
案
ご
と
の
必
要

な
措
置
は
ど
う
な
っ
て

い
る
の
か
。

③ 

町
独
自
の
条
例
制
定
の

考
え
は
。（
延
岡
市
で

は
昨
年
７
月
に
条
例
制

定
）

① 

こ
れ
ま
で
継
続
し
て
改

　
　
門
川
町
の
川
や
海
の

水
環
境
を
守
る
た
め
に
は

合
併
浄
化
槽
の
設
置
が
不

可
欠
と
考
え
る
が
、
本
町

に
お
け
る
合
併
浄
化
槽
の

普
及
率
及
び
法
定
検
査
の

受
検
率
は
ど
れ
く
ら
い

か
。
ま
た
法
定
検
査
や
清

掃
等
の
維
持
管
理
を
適
正

に
行
っ
て
い
な
い
管
理
者

（
家
主
）
に
対
し
て
は
ど

の
よ
う
な
取
り
組
み
を
行

っ
て
い
る
の
か
。

　
補
助
対
象
合
併
処
理
浄

化
槽
の
普
及
率
は
平
成
23

年
度
末
で
約
43
％
で
あ

る
。
ま
た
設
置
後
の
法
定

検
査
で
あ
る
水
質
検
査
に

つ
い
て
は
、
１
０
０
％
実

施
さ
れ
て
お
り
、
年
１
回

の
定
期
検
査
の
受
検
率
に

つ
い
て
は
、
２
６
・
３
％

で
前
年
度
に
比
べ
約
３
％

向
上
し
て
い
る
。
次
に
法

定
検
査
を
受
検
し
て
い
な

い
浄
化
槽
管
理
者
に
つ
い

て
は
、
検
査
機
関
に
配
置

　
　
庁
舎
本
館
も
既
に
40

年
以
上
経
過
し
、
こ
れ
ま

で
必
要
に
応
じ
て
耐
震
補

強
な
ど
を
行
っ
て
き
た

が
、
今
後
の
（
例
え
ば
防

災
と
し
て
の
）
庁
舎
の
果

た
す
べ
き
機
能
を
考
え
た

と
き
に
移
転
、
建
替
の
検

討
が
必
要
で
は
な
い
か
。

を
得
る
な
ど
し
て
、「
応

急
処
置
」
の
意
義
を
理
解

す
る
学
習
や
具
体
的
な
実

習
を
進
め
て
い
る
。
こ
の

よ
う
に
、
中
学
校
の
授
業

に
お
い
て
は
、
あ
く
ま
で

も
実
習
を
通
し
て
理
解
さ

せ
る
こ
と
を
重
視
し
て
お

り
、
救
命
技
能
を
習
得
さ

善
の
交
渉
を
行
っ
て
い

た
と
こ
ろ
、
業
者
か
ら

日
向
土
木
事
務
所
に
相

談
が
あ
り
、
今
後
町
に

対
し
て
建
物
の
取
壊
し

の
届
出
が
な
さ
れ
る
予

定
で
、
近
く
解
決
で
き

る
の
で
は
な
い
か
と
考

え
て
い
る
。

② 

基
本
的
に
は
役
場
に
相

談
を
い
た
だ
い
て
か
ら

の
対
応
と
な
る
。
新
た

な
事
案
は
発
生
し
て
い

な
い
。

③ 

延
岡
市
で
は
生
活
環
境

保
護
条
例
の
中
で
、
空

き
家
へ
の
立
入
り
や
改

善
の
勧
告
が
で
き
る
こ

と
と
な
っ
て
い
る
。
本

町
も
事
例
を
参
考
に
条

例
制
定
の
検
討
を
行
っ

て
ま
い
り
た
い
。

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
運

航
に
つ
い
て

　
　
県
民
、
町
民
の
救
急

医
療
の
期
待
が
高
ま
る
な

か
、
今
年
の
４
月
17
日
に

宮
崎
大
学
医
学
部
付
属
病

院
に
お
い
て
、
救
命
救
急

　
現
在
庁
舎
は
築
44
年
が

経
過
し
て
い
る
。
こ
れ
ま

で
数
回
改
修
を
行
い
耐
用

年
数
50
年
後
も
倒
壊
の
可

能
性
は
低
い
と
み
ら
れ
る

が
、
昨
年
の
東
日
本
大
震

災
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
激

甚
災
害
に
見
舞
わ
れ
る
可

せ
る
と
こ
ろ
ま
で
は
指
導

し
て
い
な
い
。
し
か
し
、

命
の
大
切
さ
を
身
を
も
っ

て
感
じ
る
こ
と
や
、
救
命

活
動
に
参
加
す
る
意
識
を

高
め
る
こ
と
に
つ
い
て
は

「
応
急
手
当
」
の
授
業
の

中
で
十
分
に
指
導
が
で
き

る
も
の
と
考
え
る
。

セ
ン
タ
ー
の
開
設
と
あ
わ

せ
て
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
運

航
が
開
始
さ
れ
た
が

① 
町
内
に
お
け
る
離
着
陸

場
所
は
何
ヶ
所
で
ど
こ

に
制
定
さ
れ
て
い
る
の

か
。

② 

運
航
開
始
後
１
ヶ
月
以

上
過
ぎ
た
が
、
県
内
及

び
町
内
の
稼
動
件
数
は

③ 

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
で
搬
送

さ
れ
る
と
き
の
県
北
で

の
受
け
入
れ
医
療
機
関

は
、
ま
た
日
向
地
区
で

は
。

① 

町
内
に
８
ヶ
所
で
西
門

川
活
性
化
セ
ン
タ
ー
や

門
川
中
学
校
、
心
の
杜

な
ど
に
な
っ
て
い
る
。

② 

県
内
は
５
月
27
日
現
在

で
37
件
、
町
内
は
６
月

９
日
現
在
で
２
件
と
な

っ
て
い
る
。

③ 

県
北
で
は
県
立
延
岡
病

院
等
が
想
定
さ
れ
て
い

る
。

。

問問

問

問
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い
。
ま
た
、
そ
れ
以
外
の

分
野
に
つ
い
て
は
、
県
内

市
町
村
の
運
用
状
況
を
調

査
し
、
必
要
に
応
じ
て
検

討
し
て
い
き
た
い
。

③
　
い
ず
れ
も
地
域
密
着

や
社
会
貢
献
、
雇
用
の
確

保
等
の
意
味
合
い
か
ら
意

義
深
い
取
組
み
で
あ
る
と

思
い
ま
す
が
、
地
域
へ
の

波
及
効
果
や
業
者
へ
の
影

響
に
つ
い
て
、
先
進
的
事

例
の
調
査
・
研
究
を
行
い

な
が
ら
検
討
し
て
い
き
た

い
。

公
契
約
に
つ
い
て

①�

公
契
約
条
例
の
制
定
に

つ
い
て

　
公
平
か
つ
適
正
な
入
札

を
通
じ
て
、
豊
か
な
地
域

社
会
の
実
現
と
労
働
者
の

適
正
な
労
働
条
件
を
地
域

レ
ベ
ル
で
確
保
す
る
た

め
、
各
地
で
公
契
約
に
関

す
る
条
例
制
定
の
動
き
が

あ
り
、
本
町
に
お
い
て
も

取
組
む
べ
き
と
考
え
ま
す

が
、
町
長
の
見
解
を
伺
い

ま
す
。

②�

最
低
制
限
価
格
に
つ
い

て
　
90
％
以
上
に
し
、
併
せ

て
建
設
工
事
以
外
に
も
広

げ
る
べ
き
だ
と
考
え
ま
す

が
。

③�

地
域
貢
献
活
動
に
つ
い

て
　
指
名
競
争
入
札
参
加
資

格
審
査
申
請
に
お
け
る
地

域
貢
献
活
動
に
、
新
た
に

次
の
３
点
を
加
え
て
は
。

「
社
会
保
障
と
税
の

一
体
改
革
」
に
つ
い

て
の
見
解
は

　
　
政
府
は
消
費
税
を
10

％
に
値
上
げ
し
て
、
社
会

保
障
制
度
の
根
幹
を
掘
り

崩
す
「
一
体
改
革
」
に
突

き
進
ん
で
い
る
が
、
町
長

の
見
解
は
。

　
国
民
が
納
得
で
き
る
よ

う
な
国
会
審
議
を
期
待

し
、
今
後
の
国
政
を
見
守

り
な
が
ら
、
町
政
に
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
。

観
光
協
会
事
務
に
つ

い
て

　
　
現
在
、
産
業
振
興
課

商
工
係
に
て
兼
務
で
行
っ

て
い
る
観
光
協
会
の
事
務

を
分
離
独
立
す
る
こ
と

で
、
協
会
の
事
業
に
専
念

で
き
、
更
な
る
事
業
推
進

と
展
開
が
期
待
で
き
る
と

思
う
が
、
町
長
の
見
解
を

伺
い
ま
す
。

　
観
光
協
会
は
、
昭
和
45

年
に
各
地
区
、
各
団
体
の

代
表
者
に
よ
り
設
立
さ

れ
、
町
補
助
金
を
受
け
、

町
と
一
体
と
な
り
観
光
事

業
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　
主
な
事
業
は
、
門
川
駅

管
理
事
業
、
花
火
大
会
、

乙
島
キ
ャ
ン
プ
、
観
光
Ｐ

Ｒ
事
業
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
日
向
・
東
臼
杵

広
域
観
光
推
進
協
議
会
の

指
導
を
受
け
な
が
ら
、
地

場
産
品
即
売
会
、
ミ
ニ
ハ

ク
、
タ
ビ
ハ
ク
な
ど
の
事

業
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　
協
会
理
事
の
方
々
に
も

東
九
州
自
動
車
道
開
通
の

よ
う
な
情
勢
の
変
化
に
、

県
内
自
治
体
と
共
同

歩
調
を
と
る

　
　
震
災
が
れ
き
の
広
域

処
理
に
つ
い
て
放
射
性
物

質
の
危
険
が
伴
う
の
で
危

険
で
あ
る
が
、
町
長
の
見

解
を
伺
い
た
い
。

　
県
内
に
お
い
て
は
、
震

災
が
れ
き
の
受
け
入
れ
を

表
明
し
て
い
る
自
治
体
は

な
い
。
こ
の
件
に
つ
い
て

は
、
県
全
体
の
コ
ン
セ
ン

サ
ス
を
形
成
す
る
こ
と
が

重
要
で
あ
り
、
県
内
自
治

体
の
意
思
統
一
し
た
共
同

歩
調
に
よ
る
処
理
が
必
要

で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

原
発
の
再
稼
働
に
対

す
る
見
解
は

　
　
原
発
に
つ
い
て
国
民

の
大
多
数
が
「
い
や
だ
」

と
言
っ
て
い
る
が
、
政
府

が
進
め
て
い
る
原
発
の
再

稼
働
に
対
し
て
ど
の
よ
う

な
見
解
を
持
っ
て
い
る

か
。

１�　

地
区
会
へ
の
加
入
と

活
動
へ
の
参
加

２��　

障
が
い
者
雇
用
ま
た

　

は
就
労
体
験
の
取
組
み

３　

保
護
観
察
対
象
者
の

　

雇
用

①
　
一
般
的
に
、
公
契
約

に
お
け
る
近
年
の
問
題

点
、
特
に
地
域
経
済
等
に

対
す
る
影
響
に
つ
い
て

は
、
地
域
経
済
の
縮
小
が

指
摘
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

　
入
札
制
度
の
原
則
な
ど

の
考
え
方
等
、
整
理
す
る

点
も
あ
る
の
で
、
既
に
条

例
制
定
、
こ
れ
か
ら
取
組

み
を
進
め
よ
う
と
し
て
い

る
市
町
村
の
状
況
に
つ
い

て
、
十
分
調
査
・
研
究
を

行
い
、
地
域
経
済
の
発
展

も
視
野
に
入
れ
つ
つ
、
長

期
的
な
視
点
で
、
対
応
を

検
討
し
て
い
き
た
い
。

②
　
地
元
業
者
の
安
定
的

な
発
展
が
重
要
で
あ
る
こ

と
は
十
分
承
知
し
て
い
ま

す
の
で
、
今
後
と
も
業
者

育
成
の
観
点
に
立
ち
な
が

ら
運
用
を
図
っ
て
い
き
た

町
の
民
俗
資
料
室
を

利
用
し
や
す
く
で
き

な
い
か
。

　
　
町
の
民
俗
資
料
室
は

中
央
公
民
館
付
属
棟
の
２

階
に
あ
る
が
、
建
物
の
構

造
上
利
用
し
に
く
い
。
も

っ
と
住
民
が
利
用
し
や
す

い
も
の
に
で
き
な
い
か
。

　
民
俗
資
料
室
は
小
学
校

の
社
会
科
の
授
業
で
利
用

積
極
的
に
事
業
展
開
を
行

い
た
い
と
の
機
運
が
高
ま

っ
て
い
ま
す
。

　
事
務
分
離
独
立
に
関
し

て
は
、
他
の
近
隣
市
町
村

の
多
く
は
、
法
人
化
等
独

立
運
営
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
そ
れ
ら
を
踏
ま
え
、

観
光
協
会
と
相
談
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
電
力
は
人
命
に
も
関
わ

る
重
要
な
イ
ン
フ
ラ
で
あ

る
。
現
在
、
日
本
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
政
策
に
つ
い
て
、

風
力
や
太
陽
光
、
水
力
な

ど
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
活

用
し
た
電
力
供
給
へ
の
転

換
や
化
石
燃
料
を
用
い
た

火
力
発
電
の
充
実
な
ど

が
、
盛
ん
に
報
道
さ
れ
て

い
る
。
し
か
し
、
大
震
災

以
前
に
日
本
の
経
済
活
動

を
支
え
る
た
め
原
子
力
に

よ
る
発
電
が
電
力
供
給
の

一
翼
を
担
っ
て
い
た
こ
と

も
事
実
で
あ
る
。
今
後
の

日
本
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策

を
ど
う
進
め
て
い
く
の

か
、
私
た
ち
の
生
活
様
式

の
あ
り
様
も
含
め
て
検
討

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

原
発
の
再
稼
働
も
含
め
て

エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
は
、
国

で
そ
の
あ
り
方
が
検
討
さ

れ
て
い
る
の
で
、
そ
の
推

移
を
見
守
っ
て
い
き
た

い
。

し
て
い
る
が
、
一
般
の
人

の
利
用
は
少
な
い
。
今

後
、
多
く
の
人
に
資
料
室

を
活
用
し
て
も
ら
う
と
と

も
に
、
門
川
の
歴
史
や
郷

土
資
料
に
触
れ
て
い
た
だ

く
た
め
に
も
、
資
料
室
の

充
実
を
図
る
必
要
性
が
あ

る
。
中
央
公
民
館
の
付
属

棟
の
１
階
と
２
階
を
「
民

俗
資
料
館
」
と
し
て
整
備

を
進
め
る
方
向
で
検
討
し

た
い
。
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問

問
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長

観光協会事務の分離独立は　森川　春夫

町長　観光協会と相談する
震災がれきの広域処理が心配　水永　正継

町長　県内自治体と共同歩調をとる
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公契約
町の事業を民間企業などに発注や委託す
る際に結ぶ契約のことで、建設工事、業
務委託、物品の調達などの契約です。

観光パンフレット等

民俗資料室
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　本議会は、昨年３月発生した東日本大震災に関する被災地調査を、２班に分かれて以下のように行い 
ましたので、その概要を報告します。

調査目的
　平成２３年３月１１日に発生した東日本大震災の被災状況やその後の復興状況をつぶさに視察調査す
ることで、本町の実情を踏まえ、防災に関する知識を深めるとともに、併せて被災地の復興支援の一助
となり、また今後の本町の危機管理、防災計画の策定や見直しなど、防災対策の面から町民の安全、安
心に役立てることを目的とする。

調査事項          
　○震災被災状況及び復興状況について
　○防災計画、防災全般について

宮城県山元町の概要
 　宮城県の東南端に位置し、東は仙台湾に面し、    
 西は阿武隈山脈をもって角田市・丸森町と堺し、    
 南は福島県新地町であり北は亘理町に接してい    
 る。町の中央を国道６号線が縦貫し、海岸沿い    
 にはＪＲ常磐線が走っており、仙台までは 35km    
 の仙台都市圏の町であつたが、東日本大震災に    
 おいて、津波により甚大な被害を被り現在は不    
 通となっている。主な産業は、稲作が主で、野    
 菜、果樹、漁業等多様である。主な特産品に、    
 仙台いちご、山元りんご、山元ホッキがある。
    
研修の中で感じた多数の犠牲者を出した要因     
　　・宮城沖地震による想定対象の津波高は、山元町は、
　　　2.5 ｍであった。    
　　・平成 22 年 2 月のチリ地震よる津波警報が空振り
　　　であった。    
　　・津波被害は沿岸平野部では少ないことの過信が
　　　あった。    
　　　明治三陸地震津波Ｍ 8.5(1896 年 ) 津波高 2.0 ｍ    
　　　昭和三陸地震津波Ｍ 8.1(1933 年 ) 津波高 2.3 ｍ    
　　・地震を想定した防災訓練は年 1 回行っていたが、
　　　津波避難訓練は行われていなかった。

まとめ�        
　　 　２日間で岩手県南部から宮城県仙台市までの海岸沿いを視察しましたが、1 年以上経過した今も

津波の爪あとが､ 生々しく残っていました。実際、現地を目の当たりにして、津波の破壊力を思い
知らされました。視察を終えて感じたことは、

　　・地震、津波からいかにして人命を守るかが最優先
　　・情報をいかに早く正確に伝えるか、通信手段の確保
　　・避難場所、避難経路の確保（平野部に高台の確保） 
　　・現場の責任者の迅速で的確な判断        
　　 　であります。最後に、多くの犠牲者のご冥福を祈るとともに、この教訓を、本町の防災対策に活

かしていかなければならないと強く感じました。        

東日本大震災被災地視察調査報告書東日本大震災被災地調査　第1班報告書

陸前高田市：現在の市街地

気仙沼市：国道沿いに漁船が残る。

南三陸町防災庁舎：鉄骨部分のみが残る。

陸前高田市市民会館：三階まで水没、避難していた多くの市民が亡くなった。

陸前高田市：河口から約５km上流にあ
る JR大船渡線の鉄橋が津波により流失

宮古市田老地区：津波は、写真右側の
スーパー堤防 ( 高さ 10.5m) を乗越え
て写真左側の住宅地に流れ込んだ。山元町役場仮設庁舎：庁舎は地震により使用できない状態 石巻市立大川小学校：多くの児童、教職員が犠牲になった。

地　震
津波襲来
人　口（前）
世帯数 ( 前 )
人　口
世帯数
死　者
行方不明
重傷者
軽傷者
家屋全壊
大規模半壊
半　壊
一部損壊
火　災
浸水面積
浸水農地
避難所
仮設住宅
みなし仮設
災害がれき

項　 目

日　 程

視 察 地

研 修 地

参 加 者

１　　班

平成24年6月20日（水）～22日（金）

岩手県陸前高田市、宮城県気仙沼市、南三陸町、
石巻市、名取市及び山元町

安田茂明、米良昭平、水永正継、安藤福松、
安田厚生、森誠一、森川春夫

岩手県陸前高田市、大船渡市、釜石市、大槌町、
山田町及び宮古市

朝倉利文、請関義人、神﨑千香子、内山田善信、 
小林芳彦、菊地稿治、岩佐祐一

宮城県山元町

２　　班

平成24年6月27日（水）～29日（金）

岩手県陸前高田市

震度６強（3 月 11 日 14 時 46 分）
地震発生から約１時間後
16,695 人　平成 23 年 2 月末
5,561 戸　平成 23 年 2 月末

14,123 人　平成 24 年 4 月末
4,845 戸　平成 24 年 4 月末

　 616 人   関連死 (16 人 ) を含む
      17 人    死亡届提出者 (16 人 ) を含む
        9 人   救急搬送分
      81 人   救急搬送分
2,217 棟 うち流失 1,013 棟
    534 棟
     549 棟
  1,138 棟 
　　 なし
       24㎢    町面積の約 40％ 
   1,400ha   農地面積の約 60％
19 ヵ所、5,826 人（ピーク時 )
992 戸、2,628 人（平成 24 年 5 月末 )
2,163 人 ( 朝日新聞：2 月 27 日現在 )
約 74 万㌧  町の 140 年分

表：山元町の被災状況 (研修資料から )
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・ 議員個人の資質向上をお願いします。議員報酬
を考えて地域の為に働いて欲しい。

・ 議会だよりは読みやすいので今後も続けて発行
して欲しいです。

・ 議員さんもよく自治六法を勉強して住民の為に
頑張ってもらいたいと思います。

・ 一般質問のページをよく読んでいますが、やは
り 1 人 1 ページ使って載せていただけるとより
わかりやすくていいです。1 ページに 2 人分が
載っていると内容が薄いように思っていまし
た。

・ 避難経路、防災対策の件につきましては門川町
民として不安一杯です。早急な対策をお願いし
ます。

・ 町民が言わんとすることを質問していただき、
今からも良き意見を出していただきたいです。

・ なるべくわかりやすい言葉で説明して欲しい。
写真が豊富に使用してあるのでよく理解できま
した。

・ 議員が何を質問しているのか、門川町の為に努
力しているのかを判断できる一頁は必要。

・ 正副議長のコメントも欲しい。是非此処は知っ
て欲しい処をズームイン解説の欄もあったらい
いかも。

・ 質問を読むと災害や防災についての事象が多い
が、前回の県の 5 月に定められている訓練に議
員諸氏は参加されましたか？訓練の日に「みん
なと朝市」や学校参観があったりと真剣さが感
じられない。猛省されたい。

陸前高田市の視察調査について
 (1) 被災状況の概要
　①地震の状況
　　発生時間 : 2011 年 3 月 11 日 14 時 46 分　　 　震源地 : 三陸沖　　震源の深さ : 約 24km
　　地震の規模 : マグニチュード 9.0　　　　　　  陸前高田市の震度 : 震度 6 弱
　②津波の状況
　　大津波警報 : 2011 年 3 月 11 日 14:49 分発令　　 津波の高さ : 15.0m ～ 16.0m
　③対策本部の設置
　　本部設置 : 地震発生と同時　　　　避難指示 : 2011 年 3 月 11 日　14:49 分発令
　④津波被害状況 (2012 年 1 月 31 日現在 ) 地震被害を除く
　　( イ ) 家屋被害状況
　　総世帯数　8,068 世帯　　　　被災世帯数　4,465 世帯
　　被災戸数　全壊 : 3,159 戸　大規模半壊 : 97 戸　半壊 : 85 戸　一部損壊 : 27 戸　総計 3,368 戸
　　( ロ ) 人的被害状況
　　総人口  24,246 人　(2011 年 3 月 11 日現在 ) 　生存確認数　22,180 人　(2012 年 2 月 28 日現在 )
　　死亡者数 ( 震災分 )　   1,691 人　　　　　　　死亡者数 ( その他 )　318 人
　　行方不明者数　　　         41 人　　　　　　　確認調査中　　　　   16 人
　　市内での遺体発見数　 1,555 人 (2012 年 2 月 29 日現在 市民以外も含む )
　⑤防災機能損失状況
　　防災無線被災 : 親局 3 施設　　　 子局 : 46 施設
　　避 難 所 被 災 : 1 次避難場所　　　68 場所中　41 場所浸水

 : 2 次避難場所　　　27 場所中　10 場所浸水
(2) 陸前高田市の説明・意見交換で確認できたこと
　① 地震警報発令直後、津波の発生は予想できたが前回 ( チリ地震津波・潮位観測所で最大 30cm) の大

津波警報の経験から、過小評価してしまった。
　②高齢者 (60 歳以上 ) の犠牲が他の年代に比べて高かった。約３倍
　③防災 ( 行政 ) 拠点が被災したので情報の把握、発信の遅れがあった。
　※ 中核となる市職員、消防団員、民生委員などに多くの犠牲者が出たことにより、初動体制の遅れが

生じた。
　※情報インフラの被災により、状況確認が全くできなかった。
　④ ハザードマップ ( 浸水区域、非浸水区域 ) での、避難訓練の濃淡 ( 実施区域、非実施区域 ) により、

犠牲者に開きがあった。
(3) まとめ
　① 過去の災害の歴史を短、中、長期 (1 千年～ ) で検証し、防災計画の策定時に参考にし、検討する必

要がある。
  ② 津波対策の基本は「逃げること」であり、東日本大震災の教訓を生かし、情報伝達や避難のあり方

などの検討を進める必要がある。
　③ 地域の実情に則した避難所の確保や、自主防災組織、災害弱者に対する支援体制等の構築を急ぐ必

要がある。
　④ 住民に津波からの避難を促す情報が伝わったとしても、実際に行動に移すかどうかは住民の判断に

なる。定期的な防災訓練や、防災教育などで住民の避難に対する意識を高めていく必要がある。
　⑤ 災害時に、後方支援を受けるための場所の選定や、近隣及び遠隔自治体を含めた広範囲での災害支

援協定を検討する必要がある。
　⑥ 役場職員や、消防団員等の防災業務に就く要員の、安全を確保しながらの任務遂行のためのマニュ

アル策定を検討する必要がある。

東日本大震災被災地調査 第２班報告書
　議会だより１３０号で実施した「議会だよりアンケート」にご協力をいただき、ありがとうございま
した。アンケートの結果を踏まえて、町民の皆様のご期待にお応えできるように努力して参ります。
　集計した結果は次のとおりです。

議会だよりアンケート集計結果

たくさんのご意見の中から、一部をご紹介させていただきます




